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あらまし：英語力とコミュケーションスキルは共に重要視されており，社会からの要求も高い．英語を主

体的・対話的に学習する中では相手とのコミュニケーションが必須である．ただ，初級レベルの学習者の

中には，積極的な英語コミュニケーションに参加することが難しい学生も多い．本稿では，コミュニケー

ション能力評価のアンケートと継続的に取得した TOEIC IP テストスコアにより，コミュニケーション能

力と英語能力の変化を検討する． 
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1. はじめに 

 文部科学省では「今後の英語教育の改善・充実方

策について 報告～グローバル化に対応した英語教

育改革の五つの提言～」の中で，社会の急速なグロ

ーバル化により，英語力の充実が重要であり，さら

に相手とのコミュケーションができなければならな

いとして，英語教育改革が議論されている（1）． 

また，企業・団体向けの調査による「今後のビジ

ネスパーソンにとって重要な知識やスキル」では，

最も多い 82.6％が「英語」，次に 80.7％が「コミュニ

ケーションスキル（聞く・理解する・伝える）」の回

答を得ている（2）． 

コミュニケーションは，自分のメッセージを適切

に表出し (記号化), 他者のメッセージを的確に把握

する (解読) ことにより,個人はより活性化し, 集団

の高い成果も期待される（3）．英語の学習において

も，ディスカッションや能動的な学び合い教え合い

を進める上でコミュニケーションスキルは欠かせな

い能力である．しかし，英語初級クラスの学習者に

英語でのコミュニケーションは容易でなく，心理的

不安や性格要因なども影響して英語コミュニケーシ

ョン学習への課題も多い（4）（5）（6）． 

そこで，英語初級クラスの学生にはコミュニケー

ションスキルの獲得から始め，英語コミュニケーシ

ョンによる英語学習に進むことで，学習効果を高め

ることが望まれる．本論文では，アンケートにより

学生のコミュニケーション能力を評価し，学生の 2

年間の英語能力とその変化について検討した． 

 

2. 調査方法 

対象は，地方私立大学外国語学部外国語学科に

2020 年 4 月入学の学生とした．学生は入学時(2020

年 4 月)に TOEIC IP を受験しており，得点別に 8 段

階にクラス分けされている．ここでは，8 クラスを

順番に 2 クラス 1 組に再編成した組み合わせで集計

している．コミュニケーション能力の評価アンケー

トは 2020 年 12 月に実施した． 

コミュニケーション能力の評価アンケートは，平

尾（7）のアンケートを用いて，132 名の回答を得た．

アンケート調査票では，コミュニケーション能力を

5 つ力（聴く力，観る力，感じる力，質問する力，

伝える力）に分解しており，各 5 問の合計 25 問に，

あてはまる：2 点，ややあてはまる：1 点，あてはま

らない：0 点，無回答：0 点で回答・集計する．ここ

では，5 つのコミュニケーション能力の得点合計を

その個人の総合得点(50 点満点)として扱う． 

学生のほぼ全員が2021年2月に翌年度のクラス分

け試験を受験しており，追跡調査に同意のあった 65

名を対象として TOEIC テストスコアを得た． 

 

表 1 アンケート人数と TOEIC クラス 

クラス 回答人数 追跡人数 TOEIC 得点 

A 組 35 23 高 

B 組 36 7 ↑ 

C 組 34 15 ↓ 

D 組 28 20 低 

合計 132 65  

 

3. 結果 

コミュニケーション能力の評価アンケートの得点

は，図 1 に示す分布となり，平均点は 29.4 点となっ

た．各クラスのコミュニケーション能力評価の平均

得点を図 2 に示す．最下位のクラスが上位 2 クラス

と同様の能力評価を示し，下から 2 番目のクラスが

他クラスより低い平均点を得た． 

また，「質問する力」においては 4 クラスとも差の

無い平均点を得た． 
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図 1 コミュニケーション能力の得点分布(全体) 

 

 
図 2 クラス別コミュニケーション能力得点 

 

1 年時と 2 年時の TOEIC スコアの分布を図 3 に，

階級ごとの 1年時と 2年時のTOEICスコアの差を表

2 に示す． 

 

 
図 3 TOEIC スコアの伸び分布(全体) 

表 2 階級別の TOEIC スコアの差 

階級 コミュ 

評価合計 

1 年時
TOEIC 

2 年時
TOEIC 

差 

 ～ -75 34.5 78.5 386.3 -120.6 

-75 ～ -5 29.0 72.1 404.7 -25.9 

-5 ～ 65 29.4 60.4 385.0 43.3 

65 ～ 135 27.6 62.1 447.8 90.9 

135 ～  37.8 44.0 431.0 202.5 

 

4. 考察 

TOEICのスコアが大きく伸びた学生の多くはDク

ラスであった．これらはいずれもコミュニケーショ

ン能力評価で高い得点を得ていた．全体として上位

のクラスではコミュニケーション能力評価で高い得

点を得ていたが，TOEIC スコアがマイナスになる学

生も多かった．下位のクラスのコミュニケーション

能力評価で高い得点を得ていた学生から，TOEIC ス

コアが大きくプラスになる学生が出た． 

 

5. まとめ 

2020 年度入学生はコロナ禍で，オンライン授業が

多く導入されているため，コミュニケーションを十

分に取れない学生生活から始まっており，モチベー

ションの維持にも苦労したと想像でき，本検証も再

検討の必要がある．コミュニケーション能力が高い

学生は，コロナ禍の学習で上手に学習に取り組んだ

ために差が出たとも考えられる． 

また，今後はコミュニケーションスキルのトレー

ニングを取り入れ，英語学習の向上も検証したい． 
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